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今月は、デスクトップに貼り付ける付

箋風メモプログラムを作成してみます。

フリーソフトでもこの手のタイプの

プログラムはいろいろと出回っていま

すが、今回作成するプログラムは、シ

ンプルにメモだけを入力／表示します。

題して「ペタペタメモ」（図1）。

デスクトップにペタペタ付箋を貼り付ける！

第17回 デスクトップ用のメモプログラムを作ろう
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この記事で取り上げたソースコード 
およびサンプルプログラムは、 
http://www.shoeisha.com/mag/windev/ 
からダウンロード可能です。 

サンプル 

詳細は後述しますが、フォームにTe

xtBoxを配置し、フォームとTextBox

を一体化させています。また、Context

MenuStripを使用して、マウスの右ク

リックでコンテキストメニューを表示

するようにします。

プログラムの作成は特に難しくあり

ません。だれでも簡単にできます。具

体的には、以下の機能を実装します。

フォームと一体化したText

Boxに文字列をメモとして入力できる

機能1

マウスの左ボタンを押しなが

らドラッグして、デスクトップ上のど

の位置にも移動できる

マウスを右クリックしてコン

テキストメニューを表示させ、そこか

ら「文字の消去」「メモの重要度の設定」

（文字色と背景色の変更）「プログラム

の終了」の各操作を選択する

なお、フォームのインスタンス作成

に制限を設けず、いくつもペタペタメ

モをデスクトップに配置できるように

しています。

機能3

機能2

図1：今回作成する
「ペタペタメモ」
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デスクトップ用のメモプログラムを作ろう

ペタペタメモで使用するコントロールは、TextBox

とContextMenuStripの2つです。ポイントは、

フォームとTextBoxを一体化する点です。

まずはフォームに2つのコントロールを配置してみ

ましょう（図2）。

次に、各コントロールのプロパティ設定について

解説します。

テキストボックスの設定

Dockプロパティを「Fill」に設定し、フォームと

TextBoxを一体化します（図3）。また、Multilineプ

ロパティを「True」に変更し、複数行編集できるよ

うにしておきます。

フォームの設定

フォームでは、FormBorderStyleプロパティを

「None」に設定して枠線だけにし、付箋っぽくなる

ようにフォームのサイズを少し小さくしておきます

（図4）。

ContextMenuStripの設定

ContextMenuStripコントロールを選択すると、自

動的にメニューの項目名を入力する画面になります

ので、「ここへ入力」に表1のメニュー項目を入力し

ます（図5）。区切り線を挿入するには、メニュー編

フォームとTextBoxを一体化させる

図2：TextBoxと
ContextMenuStrip
をフォームに配置

図3：フォームと
TextBoxを一体化
したところ

図4：付箋風に見
せるためにフォー
ムサイズを小さめに
変更

表1：コンテキスト
メニューの各項目

図5：第2階層から
構成されるコンテ
キストメニュー
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